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「土 の pF 試験方法 」 の改正 に っ い て の お知 らせ
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　「土の pF 試験 方法」 の 基準案は 昭和 62年 2 月号 の

「土 と基礎 」 に 公示 し て 会員の 意見 を求め た 。 そ し

て ， 学会基準制定の 所定 の 手 続き を経て ，最終的 に

昭和63年 2 月23 日 の 理 事会 で 正式 に学会基準と して

承 認 され 「JSF　T　40 −1988 土 の pF 試験方法」 と

な っ た。そ の 後学会基 準様式 の 見直 しに伴 っ て様式

に合致 し て い ない 箇所 が あ るため ，
こ の た び部分改

正 を行 っ た 。

　本来な らば， 改正案 を 「土 と基礎 」 に 公 示 を し て

会員 の 意見 を伺 うの が 正 規 の 手 続きで あ る 。
し か し ，

今回の 改正 内容が主 と し て 体裁や表現 で あ る こ と，

また公 示 な ど の 所定 の 手続 き を経る と， 3月末 に 刊

行予定の 「土質試験 の 方法 と解説 （土質試験法 の 改

称版）」 に改正基準が掲載で きな い こ とか ら ， 特例

と し て公示 を省略 し た 。
こ こ に，改正 の経緯 ととも

に ， 改正 した学会基準 「JSF　T 　151−1990 土 の pF

試験方法 」 をお知 らせ す る次第で あ る。

　 「土質試験法」 に土 の pF 試験 が 初 め て 取 り上 げ

られ た の は ， 昭和54年刊行 の 第 2 回改訂版で あ る
。

そ の 後 ， こ の 試験方法 の 基準化 の 機運 が高ま り， 調

査部 の 中に 「土 の pF 測定に 関す る 基準化委員会」

が昭和58年 2 月 に発足 して ，基準化 の 作業が鋭意進

め られ た。

　 ほ ぼ同時期に，調査部 に設 けられ て い た 「現行規

格基準検討委員会 （後に規格基準検討委 員 会 に 改

称）」 で は ， 学会基準の 様式統
一

方法 に っ い て 検討

が進 め られ て い た 。
こ れ は学会基準が技術 の 進歩に

伴 っ て 多様化 し た た め に ， 様式 の 不 統一が 目立 っ よ

うに な っ た こ と，文章や用語 ・記 号の 使 い 方が不 ぞ

ろ い の もの が見 られ る こ とな ど か ら，統一し た基準

様式 の 作成が急務 に な っ たた め で ある 。 検討 の 結果 ，

基準の 目的 ， 性格な どを明確に する と ともに ， 学会

基準 の 統
一様式 を作成 し ， 理 事会の 承認を経て昭和
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62年 2 月号 の 厂土 と基礎 」 に お知 ら せ した 。

　前述 の 「土 の pF 測定に関す る基準化委員会」 が

作成 した 「土 の pF 試験方法」 の原案は 規格基準検

討委員会が新 し い 基準様式 に従 っ て調整 し た最初 の

基準案で あ っ た 。 そ の 後，昭和63年 5 月 の 基準部の

発足 に伴 い
， こ の 委員会は 「土質試験基準検討委員

会 」 に変わ り， 任務を引 き継 い で 35の 学会基準案を

新 し い 基準様式 に従 っ て作成 し た。 し か し ， pF 試

験 方法 は他 の 基準 よ り も 1 年以上 も早 く，し か も細

部 の 仕様が決ま っ て い な い 過渡的な時期 に制定 した

た め に，他の基準 と の 整合性 に欠け る部分が あっ た 。

　 こ の よ うな事情 と正式 に制定 され て間 もな い 学会

基準で あ る こ とか ら， こ の基準 の 扱 い につ い て慎重

に審議 を重ね た結果 ， 現状の ま ま で は他 の 基準との

バ ラ ン ス を欠 くこ と， また ユ ーザ
ーに不要な 混乱 を

与え る恐れ もあ る と判断 し，部分的な改正 をする こ

とに し た。修正 は極力体裁や 表現 の 範囲に とどめる

こ と に し ，

「土 の pF 測定 に 関す る基準化委員会」 委

員長 の 東 山勇教授 と協議の 上 で ， 改正 案 を作成し

た 。 そ して
， 改正案は 10月 の 理 事会に お い て 学会基

準 「JSF　T 　151−1990　土の pF 試験方法 」 と して承

認 され た 。

　部分改正 し た主 な点は次の と お りで あ る 。

　  学会基準 と し て盛 り込 む べ き事項 で 欠落 して

　　 い た もの を追加 し た。

　   　試験 の 目的 と報告事項 に水分特性曲線 を追加

　　 した 。

　   　条文 と付帯条項が適切に分か れ て い な い 部分

　　 を調整 した 。

　   　分か りに くい 表現を改め た。

　   　量記号 の説明が落 ち て い た も の を追加 し た 。

　以上 の よ うな経緯 と事情か ら ， 特別 な措置に よ っ

て 「土 の pF 試験方法」 の 部分改正 を行 っ た こ とに
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っ い て 会員各位 の ご理解をお願 い する 次第で ある。　　 つ い て ご意見 が あれば，基準部宛 に お寄せ願 い た い

なお ， 万全 を期す る た めに ， こ こ に掲載 した基準 に　　 と考え て い る 。

土質工 学会基準

土 の pF 試験方法

JSF

T151 − 1990

Test　Method 　for　pF 　of　Soils

1．　 総 　則

1．1 試験の 目的

　　　 こ の 試験は ， 土 の 水分特性 曲線 ， また は

　　 土 の pF の 値を直接求め る こ とを目的 とす

　 　 る 。

1．2　適用範囲

　　　 主 と し て 4．75mm ふ る い を通過 し た 土 ，

　　 お よ び 乱さ な い 状態で 採取 され た土 を対象

　　 と す る 。

1．3　用語の 定義

　　　 pF とは，土中水 の 化学ポテ ン シ ャ ル が，

　　 そ れ と等温で か つ 大気圧下 にあ る純水 の 化

　　 学ポ テ ン シ ャ ル か ら低下 し て い る量 を水頭

　　 （cmH20 ）に換算 し ， 常用対数で表示 した

　　 もの を い う。 水分特性曲線 と は ， 通常 pF

　　 と含水比 の 関係を表 した もの をい う。

【付帯条項】

　1　 本基準 と部分的に異な る方法 を用 い た場合 に

　　は ， そ の 内容 を報告事項 に明記 し なけれ ば な ら

　　な い
。

　1．3

　 a ．水分特性曲線は ヒ ス テ リシ ス を も ち，水分を

　　減少 させ る脱水過程 と水分を増加 させ る 吸水過

　　程 とで は 異な っ た曲線 に な る。一般 に は ， 特に

　　断わ りが な い 限 り脱水過程を取 り扱 うの で
，

こ

　　こ で は 脱水過程 の試験方法を対象 とする 。

　b ．含水比 の かわ りに次の 体積含水率 θ（％）を用

　　い る場合 もあ る 。

　　　　 θ＝ ヱ籤 100 ＝ 型 屯

　 　 　 　 　 　 v 　　　　　 Pw

　 　こ こ に，

Fe 量Druary ，　1990

V ： 供試体体積 （c ・n3 ）

Vw ：供試体中の 水 の 体積 （cm3 ）

W ： 含水比 （％）

Pd ：供試体 の 乾燥密度 （g ／cm3 ）

Pw ： 水の 密度 （9！c 皿
3
）

　2．　 試験方法 の種類

　試験方法 に は 吸引法 ， 遠心法 ， 加圧法 ， 蒸気圧

法，　サ イ ク ロ メ
ー

タ
ー法が あ り， pF の 値に応 じ

て使 い 分 け る 。

【付帯条項】

　2． pF の 全範囲を一 つ の 試験方法で 測定する こ

とは で きな い
。

一
般に ， 吸引法では水頭法 の pFO 〜

2．2
， 減圧法 の pFO 〜2．5

， 遠心法お よび 加圧法で は

pF 　2．0〜 4．　2
， 蒸気圧 法で は pF 　4．　5〜 6．　5

， サ イ ク ロ メ

ータ ー法で は pF 　3。5〜6．　2程度の 測定が可能で あ る 。

　3．　 吸 引法

　吸引法に は，負圧 を，水頭 （水位差）に よ り与

え る水頭法 と真空ポ ン プ によ り与 え る 減圧法が あ

る 。

3．1 試験用具

　に〕 吸引式 pF 測定装置 　吸引式 pF 測定装置

　　　は素焼板，負圧 を
一定に 保 つ 装置，排水量

　　　測定器具か ら構成 され ， 素焼板 を介 して 負

　　　圧状態の 水に 土 中水 を接触 させ 得る もの と

　　　する 。

　  　容器 水分特性 曲線 また は pF を求め る 目

　　　的 に応 じ て作製 し た供試体を入 れ 得 る も

　　 　 の
。

（3〕 含水比 測定用具 JSF　T　121 「土 の 含水比 i
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　　　試験方法 」 の 2．試験用具 に規定す る もの
。

　 （4｝ 脱気水

3．2　供試体 の 作製

　　　　供試体 は水分特性 曲線 を求 め る 目的 に応

　　　じ て作製 し， 容器 に入れ る 。 また ， 乱さな

　　　い 試料は容器 に入 っ た供試体 を用い る。

3．3　試験方法

　（1） 吸引式 pF 測定装置の 管内に脱気永 を満 た

　　　 し， 素焼板 の 下方か ら給水 して 素焼板 を完

　　　全飽和 させ る 。

　  　供試体 を素焼板 の 上 に置 き ， 毛管飽和 させ

　　　る。供試体上 部に ふ た を し て蒸発 を防ぐ。

　（3） 供試体中心 にお け る負圧 がゼ ロ に なる よ う

　　　に排水位 を調整 し ， そ の ま ま放置 し て 余剰

　　　水 を十分に 排水 させ る。

　（4） 所定の pF にな る よ うに ， 水頭法 の 場合は

　　　供試体中心 と排水 口 の 高低差 h （cm ）を変

　　　え ， 減圧法 の 場合は圧力調整器 を通 じて 所

　　　定の 圧 力 h＋ h・ （c皿 ）ま で 真空 ポ ン プ で 減

　　　圧 し， 排水 させ る 。 こ こ に
，
h， は減圧 によ

　　　る 大気圧 か らの 圧力低下量 （cm ）で あ る。

　〔5） 水分平衡に達 し排水 が止 ま るま で排水を続

　　　ける 。

　  　排水量 （m の を は か り，排水質量 d，（g）に

　　　換算す る 。 ま たは供試体 の
一

部 を とり， 含

　　　水 比 Wl （％）を求 め る 。

　（7） 毛管飽和状態か ら水頭法で は pF　2．2 ま で ，

　　　減圧法で は pF　2．5 ま で の 問 の 4 〜 5 点の

　　　pF 段階で （4）〜  の 操作 を繰 り返す 。

　  　各段階で排水量 を測定 した 揚 合 は ， 最 終

　　　pF 段 階終 了後に供試体質量 m （g）， 炉乾燥

　　　質量 ms （g）をは か る 。

3．　4 試験結果 の整理

　（1） 各測定段 階に お け る pF を次式 で 算 定 す

　 　 　 る 。

　　　　 水頭法 ； pF ； lo9　h

　　　　 減圧 法 ： pF＝log（h十 ha）

　 　こ こ に ，

　　　　 h ：供試体中央か ら排水口 まで の 高低差

　　　　　　（cm ）

　　　　 hd ： 減旺 に よ る大気圧 か らの 圧力低下量

　　　　　　（cm ）

　  　排水量 を測定 し た場合は ， 各 pF 段階の 含

108

【付帯条項】

　3．1

　（1）a ．吸引法 に よ る pF 測定装置 の 例 を 図一 1

　　　（水頭 法），図一2（減圧 法）に示す。排水量 の

　　　測定には ビ ュ
ー レ ッ トまたは メ ス シ リ ン ダー

　　　を用 い る 。

レ ッ ト
メス

ダー

図
一 1　 吸引法 （水頭法）の 例
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図 一2　 吸引法 （減圧法） の 例
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　 b．素焼板 は ， 空気侵入 圧 が 510cmH20 （pF

　　2．　7 相当）程度 の も の が望ま し い
。

  　容器 の 内径は素焼板 の 直径 よ り小 さい もの と

　す る 。 乱 さな い 試料で は
一

般 に定容積 コ ア サ ン

　プ ラ
ー （容積が一定な試料容器） を用 い る 。

3．2a

．試験 の 目的が土 の透水性に関係す る ときに は

　透水試験 ， 土 の 強 さに関係する ときは
一
軸圧縮

　試験ま た は 三 軸圧 縮試験な ど の よ うに ， そ れ ぞ

　れ 関連す る土質試験の 試料準備お よび 供試体 の

　作製方法に 準拠する 。乱 さない 試料 の 揚合は ，

　定容積 コ ア サ ン プ ラーで 現地か ら採取 した供試

　体 を用い る 。

b 。供試体 の 毛管飽 和に時間を要する場合は ， 供

　試体 を あ らか じめ毛管飽和させ て お く。 そ の 際

　は サ ン ドベ ッ ド （バ ッ ト内に砂 を 5   程度敷
　 　 　 　 　 こ

　い たもの）な どの 別の 装置を用 い
， 供試体下部

　に ろ紙 をあて ， 砂 の 表面ま で 水をは っ たサ ン ド

　ベ ッ ドの 上 に置き ， 供試体上端面 に水 が上昇す

　る ま で 毛管飽和さ せ る 。 さ らに飽和度を高めた

　い 場合お よ び毛管飽和を早 めた い 場合は，供試

　体 をデ シ ケ
ー

タ
ー （減圧容器） に入れ て 徐々 に

　減圧 し， そ の 状態 の ま ま脱気水を導き入 れ て毛

　管飽和させ て もよ い 。 そ の 際に土 の構造が破壊

　 され な い よ うに十分 に注意する 。

3．3

（1） 素焼板 を取 りは ずせ る場合は ， 素焼板 を取 り

　出し て ビーカ ー
内で 水浸させ ， そ れ をデ シ ケ ー

　タ ーに入れ て 減圧 脱気す る 。

（2） 別 の 装置 で 毛管飽和 させ た と き は ， 供試体下

　部の ろ紙な どを外 し ， 供試体を素焼板に密着さ

　せ る
。

  　負圧 がゼ ロ とは ， 図
一 1 にお い て h＝Ocm の

　 こ とで ある。

  　高低差 h の 測定精度 を上 げ る には ， カ セ ト メ

　ー
タ
ー （望遠鏡 な ど に よ っ て高低差 を読み取 る

　装置 ，
ハ イ トメ ーターともい う）な どを用い る

　 と よ い
。

  　平衡時間は土 の 種類や供試体 の 高 さな ど に よ

　 り大 き く異 な り， 負圧が
一10〜− 30cmH20 の

　 ときは 3 〜 4 時問 ，

− 100〜− 200cmH20 の と

　き は 12〜24時間以上 を目安 とす る 。 また ビ ュ
ー

February ，1990
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　 レ ッ ト に排水 され た 水 の 蒸発が無視し得な い 場

　合に は ， 水面 に油を浮か せ る な ど の 工 夫をす る 。

3．4

（1） 図
一 2 に示 す水銀圧 力計を用 い た場合は ，

h・

　 ＝ （水銀 の 比重）×h ・ とす る 。

  　含水比 の 計算に お い て，各段階 の 供試体 の 質

　量 は最終段階 の 質量 に各段階 の 排水質量 を順次

　加 え る逆算に よ る方法 で あ る 。

4．　 遠心法

4，1 試験用具

（1） 遠心機

  　容器

〔3｝ ろ紙

｛4｝ 含水比 測定用具　JSF　 T 　 121 「土の含水比

　　 試験方法」 の 2．試験用具 に規定する も の
。

（5） 脱気水

4．2　供試体 の作製

（1） 供試体 の 作製は吸引法 に準ずる 。

  　ろ 過筒 を用 い る揚合は底 に湿 っ た ろ紙 を入

　　 れ ，そ の 上 に試料 を所定 の 密度で均
一

に な

　　 る よ う詰め る 。

4．3　試験方法

（1） 供試体を毛 管飽和 させ る 。

  　毛管飽和 した供試体 を容器 ご と ロ
ー

タ
ーに

　　 セ ッ トし， 容器に は蒸発防止 の ため の ふ た

　　 をする 。

（3） 供試体下端 の ろ 紙面 の 回転 半 径 r・（cm ），

　　 供試体中央 の 回転半径 rt（cm ）を は か り，

　　 所要 の pF に な る 回転数 n （rp 皿 ）を次式で

　　 算定す る。

　　 　 　pF 　＝ 210g　n 十log（ro − rl ）

　　　　　・1・9（
ro 十 rl

　 2 ）
一・・95

（4） 回転数 を徐 々 に 上 げ ，
・求 め た回転数 η に達

　　した な らば ， 水分平衡 に達す る ま で 回転を

　　続 け る 。

  　回転停止後、再 び r 、（cm ）を測定 し， こ れ

　　を用 い て 正 しい pF を算定す る 。

  供試体質量 17ti（g ）を は か る か ， また は 供

　　試体 の
一
部を と っ て 含水比 Wi （％）を求 め

Io9
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　　　る 。

　（7＞ pF　2．0〜4．　2 の 問 の 4〜 5点以 上 の pF 段

　　　階で   〜   の 操作 を繰 り返す 。

　〔8｝ 各段階で 供試体質量 mi （g）をは か っ た場合

　　　は ， 最終 pF 段階終了後 に供試体 の 炉乾燥

　　　質Pt　ms （g）をは か る 。

4．4 試験結果 の整理

　（1） 供試体質量 をはか っ た場合は，各 pF 段 階

　　　の 含水比 Wt （％）を次式で 算定する 。

　　　　 Wi ＝ mi
−

ms
　x 　100

　 　 　 　 　 　 　 m3

　 　こ こ に ，

　　　　 mi ：fi　i段階の 供試体質量 （9 ）

　　　　 ms ： 供試体 の 炉乾燥質量 （9 ）

　  　pF を縦軸 に 含水比 を横軸 に と っ て 水分特

　　　性 曲線を描 く。

【付帯条項】

　 4．1

　（1） 遠心機 は ， 原則 と し て ス イ ン グ式 また は 固定

　　式 の 水平 ロ
ー

タ
ー

（容器が 水平 に 回転す る形式）

　　の もの を用 い る （図一 3参照）。 高 pF で は回転

　　数が高 く機内 の 温 度が高 まる の で，冷却装置 を

　　備え た も の が望 ま し い
。

　  　容器は 遠心 機の 機種 に よ り，ろ 過筒を使用 す

　　る もの と定容積 コ ア サ ン プ ラーを使用する もの

　　とがある 。

　4．3

　（2）a ．遠心 機 の バ ラ ン ス を崩さな い よ うにす るた

　　　め ，
ロ ータ ーの 相対す る位置 に セ ッ トす る も

　　　の は質量が変わ らな い よ う に 調整す る
。

　　b ．容器 に定容積 コ ア サ ン プ ラ
ー

を使 う場合に

fO 一

　　 排水ロ

排気ロ
rI

ふた

■

1　　 臨

1 供鮴

ロ
ーター本俸

採
水

ケ
ー一

「
ス

ト丶ろ紙

lI帥
圃冖

　　5 ふた

口

i
タ
「
中
心

目板
定容積 コ アサン プラ

ー

110

図
一 3　 固定式水平 ロ

ー
タ
ー
部 の 例

　　 は ， 供試体下端面 に ろ紙 をつ け た まま セ ッ ト

　　す る 。

（4） 回転初期 に は回転数が変動する こ とが ある の

　で 注意す る 。

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 土 と 基…礎， 38− 2 （385）
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【付帯条 項 】

　5．　1

　（1） 圧板法 と圧膜法 の 圧力チ ャ ン バ ーの 例 を図一

　　4， 5 に示す。 圧カチ ャ ン バ ーは 高 pF 用 に は pF

　　4．　3；中低 pF 用に は pF 　3．7 に耐 え 得 る もの と

　 　す る 。

　（2） 素焼板は空気侵入 圧 が 高 pF 用 で は 15300

　 　cmH20 （pF 　4．　2相 当）程度 の も の ，中 pF 用 で

　　は 5100cmH20 （pF　3．7相当）， 低 pF 用 で は

　 　1　020　cmH ，O （pF 　3相 当）程 度 の も の と し，

　　pF によ P素焼板 を使い 分 け る こ とが望 ま し い
。

　 　セ ル ロ ー
ス 膜 は 空気 侵 入 圧 が 102000cmH20

　　（pF 　5 相当）程度の もの とす る 。

　（4） 容器 は金属製（圧板法用）， ま た は ゴ ム 製 （圧

　　膜法用）の リ ン グ と し
， 高 さは 1．0〜2．5cm

，

　　直径は 5cm 程度の もの とす る 。

　5．2

　　圧 膜法で は ， 礫が含まれ て い る と セ ル ロ
ー

ス 膜

　 を傷 っ け る恐れ が あ る の で注意 を要する。

February ，1990

容器

圧力計

　力旺 器

図
一4　加圧法 （圧板法装置） の 例

・
〜2

圧力計
　　　　　　　レギュ レ

ーター

ゴム隔膜

　　　　　圧力チャ ンバ ー 副室

○ ←

パ イパ ス

バ ルブ

器

　 　 　 　 　 　 ヒ

　　　　供試体　 齷 　 o リ・ グ

セル ロ ー
ス膜

メスジ ル ダ
冖
　　　 　　 誑 器

図
一5　加圧法 （圧 膜法装置）の 例

5．3

（1）   　ろ紙 な どを付 け た まま供 試体 を セ ッ トす

　　　 る と， 土 中水 と素焼板 と の 連続性が悪 くな

　　　り， 平衡時間が極端 に延 ぴ た り， 場合に よ

　　　っ て は 排水が 中断す る こ ともあ る の で ， ろ

　　　紙 を取 り除 く。

　　  ふ た の 密着が悪 く空気漏れ があ る と， 圧

　　　力設定が困難 と な る の み で な く， 供試体 か

　　　ら水分が蒸発 す る の で ， 十分に注意す る 。

　　  a ．平衡時間は 土 の 種類 ， 供試体 の 高 さ ，

　　　　pF の 値な ど に よ っ て 異 な り， 数 目以上

　　　　要す る こ と も多い
。

　　　 b 。圧力を開放 す る ときは水 が逆流す る こ

　　　　とが あ る の で ， 排水口 に つ なが る チ ュ
ー

　　　　ブ をピ ン チ コ ッ クな ど で は さむ。

  ，   a ．供試体を素焼板 に載せ た まま ， 薬 さ じ

　　　　な どで 供試体 の 一部を取 り， 含水比 を は

　　　　か っ て もよ い
。 こ の 場合は順次圧力を変

　　　　え ，

一っ の 供試体 で 全段 階 の 測定を行 う。

　　　b ．供試体 と素焼板 の 密着が 十分 に保たれ

　　　　る な ら ば ， 供試体質量 mt （g）をは か っ た

　　　 後，そ の 供試体 を素焼板上 に戻 し て 加圧

　　　　する操作を繰 り返 して もよ い
。 こ の 場合
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　　　　は ， 最終の pF 段階終了後 には か っ た炉

　　　　乾燥質量 ms （g）を使 い
， 各圧 力 段 階 に

　　　　対応 する含水比 W ｛（％）を求め る 。

（2）   a ．圧膜法用 の 圧力チ ャ ン バ ーに は ，
ゴ ム

　　　　隔膜 で 隔て られ た副室 の圧力 を主室 の圧

　　　　力よ りも約 0．3 気圧程度高め ，
ゴ ム 隔膜

　　　　で供試体 を押 し付 け て セ ル ロ
ー

ス 膜 との

　　　　密着 を保 ち うる機能 を備 えた もの が多い 。

　　　　そ の 場合 ， 主室 に加圧 して 2 〜 3 時間経

　　　　過 し ， 供試体か ら の 排水が進 ん で か ら副

　　　　室 に加圧 す る とよ い
。

　　　 b ．ふ た か ら の 空気漏れ に対 し て は 圧板法

　　　　 と同様 の 注意が必 要で あ る。さ らに セ ル

　　　　 ロ ー
ス 膜 が乾燥 し て破れ ， 空気 もれ を起

　　　　 こ す こ とが ある
。

こ れ を防 ぐため に は 排

　　　　水口 を水面下に入れ る とよ い
。

　　  　5．3（1  と同 じ。

  ，   　5．3    ，   a ．と同 じ。

6． 蒸気圧法

6．1

（1）

（2）

（3）

（4）

6．2

6．3

（1）

）2（

34

（5）

（6）

112

試験用具

デシケーター

シ ヤ
ーレ

各種塩 の飽和溶液

含水比 測定用具 　JSF　T 　121 「土 の 含水比

試験方法 」 の 2．試験用具 に規定する もの 。

謝

　試料3〜59 を ，
シ ャ

ー
レ の 中に薄 く敷 く

よ うに 入れ る 。

試験方法

所定の pF に相当する塩 の 飽和溶液をデ シ

ケ
ー

タ
ーの 底に入れ る 。

試料が入 っ た シ ャ
ー

レ の ふ た を取 っ て デ シ

ケ
ー

タ
ーの 中に入れ る 。

デ シ ケ
ー

タ
ー

を恒温室 に静置する
。

デシ ケータ ーか ら シ ャ
ーレ を取 り出 し ， 吸

湿 を防 ぐよ うにふ た をし て試料 の 質量 をは

か る 。

測定 し た試料 は ， デ シ ケ
ー

タ
ー内に戻 し数

目問静置す る 。

試料 の 質量が
一

定 に なる ま で 〔4＞〜  の 操作

　　 を繰 り返す 。

  　試料 の 含水比 を求め る 。

（8｝ 各種塩 の 飽和溶液で （1）〜  の 操作を行 う。

6．4 試験結果の 整理

　　　 pF を縦軸に含水比 を横軸に と っ て 水分

　　 特性曲線を描 く。

【付帯条項】

　6．1

　（1） 装置 の 例を図一 6 に示 す。 水分平衡 を早め る

　　ため に P20s の 入 っ た除湿装置を介 し て 真空ポ

　　 ン プ で デ シ ケ ータ ー内を減圧 して もよ い 。

　（2） 直径 5cm 程度でふ た付 きの もの とする 。

　  　各種塩 の 飽和溶液は ， 表一 1 を参照す る 。

デ

図
一 6　 蒸気圧法装置 の 例

ンプ

表
一 t　 塩飽和溶液の 相対湿 度と pF （20℃）

塩 瞬 ト・Fl 塩 1画 ・F

K2SO4CaSO4
・2H20

KNO3NH4H
，
PO4

ZnSO4 ・7H20
KHSO ‘

KCI

（NH ，）2SO4

NH4ClNaCl

88raQソ
Qソ
Qり
93．10

ρ
OQ48

81．079
．275

4，464
，464
．855
，005
．165
．315
．355
．465
．515
．60

NaNO2Mg

（C2H302 ）2・4H20
NaBrMg

（NOs ）2・6H20

NaCr20T ・2H20
NaHSO ，

・H20
K2CO3 ・2H20
CrO3MgC12

・6HzO
CaC12・6H20
LiCl

66655954525243

3332

．311

5．765
．775
．865
．935
．955
．956
．076
．166
．186
．196
．48

6．3

〈1） 溶液 を常 に飽和に保 っ た め ， 溶液 中に未溶解

　 の 結晶が残 っ て い る こ とを確認する 。

  　通常は 2 週間以上 静置 す る
。 恒温 室 の 温 度は

，

　 20± 1℃程度に保 っ こ とが望 ま し い
。 pF 　5．0 以

　下 の 測定 をす る揚合 に は ， わ ずか な温度変化で

　 もデ シ ケ
ー

タ
ー内壁 に結露 し， 誤差 の原因 とな

　 る た め ， さ らに発泡 ス チ ロ ール な ど の 箱 に入れ

　 る こ とが望 ま し い
。
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，

1 か 月以上要す る こ

　とが 多い
。

7．　 サ イク ロ メータ ー
法

7．1 試験用具

  　熱電対サイク ロ メーター装置

  　断熱箱

（3） 含水 比測定用具　JSF　T 　121 「土 の 含水比

　　 試験 方法 」 の Z 試験用具に 規定す る も の
。

（4） その他の用具 　ろ紙 ピ ン セ ッ ト，蒸留水

7．2 試料

　　　 サ ン プ ル ホ ル ダーに入 る量 の 試料 を用意

　　 する。

7．3 試験方法

（1｝ 蒸留水 で洗 っ て 乾燥 させ たサ ン プル ホ ル ダ

　　 ーに試料を入 れ ， サ ン プル チ ャ ン バ ー内に

　　 密 閉する 。 チ ャ ン バ ーを断熱箱 に入れ て 恒

　　 温 室内に静置 し試料が水分平衡に達する の

　　 を待つ
。

  　熱電対湿度計の 出力電圧 をは か る 。

  　試料 の 含水比 を求 め る 。

（4） 水分特性曲線 を求 め る場合は ， 各種 の 水分

　　 状態の 試料に っ い て（1）〜  の 操作 を繰 り返

　　 す 。

7．4 試験結果の整理

（1） pF と出力電圧 と の キ ャ リブ レ ー
シ ョ ン カ

　　 ーブを用 い て ，得 られ た出力電圧か ら試料

　　 の pF を求 め る 。

  　必 要に 応 じ て ，水分特性 曲線 を描 く。

【付帯条項】

　 7．1

　｛1） 熱電対サ イ ク ロ メ ーター装置は ，
マ イ ク ロ ボ

　　ル トメ
ータ ーと熱電対湿度計を備え た サ ン プ ル

　　チ ャ ン バ ー
（試料箱）か らな る 。

マ イ ク ロ ボ ル

　　 トメ
ー

タ
ーは 1pV 以下 の 検出精度 を持 っ も の

　　とする 。 サ ン プ ル チ ャ ン バ ー
の 概念図を図一7，

　　 8 に示す 。

　（2） 壁 厚 5cm 程度 の 発泡 ス チ ロ
ー

ル な ど の 箱で ，

　　サ ン プ ル チ ャ ン バ ーが入る も の とす る 。

　（4｝ 蒸留水は
， 電気伝導度 1．OmS ／m 以下の もの

　　 を使用す る 。

February ，1990
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7．3

  　熱電対湿度計 は ， 熱電対 を使 い 露点または湿

　球温度に対応す る 出力電圧 を測定する装置で あ

　る 。 露点あ る い は湿球温度 を は か る に は ， チ ャ

　ン バ ー
内の 熱電対接点に微量 の 蒸留水を付着 さ

　せ る 必要が あ る。 こ れ に は ， 熱電対 に電流 を流

　して接点 の 温度 を下げ水蒸気 を凝縮させ る方法

　 （図一 7）と ， 接点 を蒸留水 中に浸す方法 （図

一 8）の 2 種類 が あ る 。い ずれ の 方法 も水分 を

　 　 　 　 　 a．サ ン プ ルチャ ン バ ー
， b．サ ン プル ホル ダ

ー，
　 　 　 　 　。．熱電対

　　　　　（饕攤霧糶 辮黝
図一 7　 サ ン プ ル チ ャ ン バ ー

の 概念図 （水蒸気を凝縮

　　　 させ る 方法）

　　 　　 a．サンプル チャンバ ー，b．サン プルホルダー，
　 　 　 　 c．熱電対，

　　　　（霧 備磐禹錨腱認）

図
一8　 サ ン プ ル チ ャ ン バ ー

の 概念図 （接点 を蒸留水

　　 　 に 浸す方法 ）
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図一9　 サ イ ク ロ メーター法 の キ ャ リ ブ レーシ ョ ン カ

　　　 ーブの例

　付着 させ た後，露点また は 湿 球温度をは か り，

　相対湿度を求め る 。

7．4

（1） キ ャ リブ レ
ーシ ョ ン カ ーブ は 7．3（1｝の 試料 の

かわ りに pF の 分か っ て い る数種類 の 標準溶液

を用 い て ， 7．3（1），（2）の 操作を繰 り返 し， 出力電

圧 と pF の 関係 を求め る 。 標準溶液 と し て 表一

1の 塩 の 飽和溶液 の ほ か ， 各種濃度に調整した

NaC1 や KCI 溶液 を用 い て もよ い
。 キ ャ リブ レ

ーシ ョ ン カ ーブ の 例を図
一 9 に示す 。

8． 報告事項

　　試験結果 に つ い て次 の 事項 を報告する 。

（1） pF を求め る た めに用 い た試験方法

  　pF とそ れ に 対応す る含水比

（3） 水分特性 曲線

〔4） 本基準 と部分的 に異 な る方法 を用 い た場合

　　は ， そ の 内容

  　そ の 他特記すべ き事 項

【付帯条項】

　  　サ イ ク ロ メ
ー

タ
ー法 で は ， 各種 の 水分状態で

　　pF を求め た とき は水分特性 曲線を報告する 。
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